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①第１回調査：実施時期＝1997 年、教員調査の規模＝938 名。 
②第３回調査：実施時期＝2002 年、校長調査の規模＝603 名、教員調査の規模＝2891
名。 
 ③第４回調査：実施時期＝2007 年、校長調査の規模＝559 名、教員調査の規模＝2109
名。 












































































て、教員の教育観について尋ねてきた。表２から、97 年実施の第１回調査から 10 年実
施の第５回調査を挟んで16年実施の第６回調査までの20年間で教員の教育観がどう移
り変わってきたかをみてみよう。 



































1 51.4 70.8 78.4
2 48.6 29.2 21.6
1 37.9 59.9 61.4
2 62.1 40.1 38.6
1 81.8 65.2 73.1
2 18.2 34.8 26.9
1 55.4 48.0 44.4
2 44.6 52.0 55.6
1 73.1 87.1 88.4
2 26.9 12.9 11.6
1 57.0 33.9 33.2
2 43.0 66.1 66.8
1 67.0 88.0 87.8
2 33.0 12.0 12.2
1 60.5 49.1 52.2
2 39.5 50.9 47.8
1 68.3 86.2 89.6
2 31.7 13.8 10.4
1 60.4 39.0 44.7






































































































































   












 10 年調査では、196～200 日が 45.0％で 201～205 日が 31.6％と、200 日前後の授業
日数の学校が大半だった。それが 16 年調査では、196～200 日は 25.9％に減り、201～



























   




















習としての朝学習は、10 年調査では 30％強の学校で取り組まれていたが、16 年調査で
は半数近くにまで増加している。放課後の補習は、10 年調査の 27.9％から 16 年調査の
34.8％に増加している。土曜日の学習指導は、10 年調査では 4.8％にすぎなかったが、
16 年調査では 27.6％にまで大幅に増加している。また、長期休業中にも 70％以上の学
校で学習指導が行われている。 
07年 10年 16年
週単位で異なる時間割の組み合わせ 33.8 36.5 36.1
２時間続きなどのブロック制 17.2 19.2 15.2
帯時間の設定 16.1 16.7
20分程度のモジュール方式 6.3 4.4 4.6
25 分や75分などの弾力的な授業時間 6.4 4.0 2.9
休憩や給食時間の取り方の工夫 23.3 28.8 23.3
特定期間に特定の教科などを集中して実施 20.2 28.3 25.5
定期テストの回数や日数の削減 52.4 38.6 27.2
定期テストの回数や日数の加増 5.5 9.6 6.8








































放課後の補習 実施している 27.9 34.8
実施している（教育課程内） 1.7 20.4
実施している（教育課程外） 3.1 7.2
































業方法 4)の項目に絞って、10 年調査と 16 年調査の全体及び 16 年調査での担当教科別の
結果を表 8にまとめた。 





国語と数学が約 40％の一方で社会と理科は 10％未満である。 
 10 年調査から 16 年調査にかけて、多くするよう心がけている教員が増加している項
目をみてみよう。「生徒が考えたり話し合ったりする時間」は、41.8％から 54.1％に増
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いる。国語が 61.0％と高く、社会が 39.9％と低い。 
 なお、「自分で調べることを取り入れた授業」と「体験することを取り入れた授業」





















１０年 １６年 国語 社会 数学 理科 英語
多くするよう心がけている 23.7 16.3 13.2 24.7 13.6 17.9 13.4
まあ心がけている 67.6 70.1 75.4 64.4 71.5 71.6 67.9
多くするよう心がけている 41.8 54.1 68.2 46.3 53.9 55.6 47.7
まあ心がけている 47.8 38.5 28.2 43.5 40.0 38.2 41.3
多くするよう心がけている 77.0 67.7 62.5 64.9 73.7 66.0 69.7
まあ心がけている 20.9 29.0 34.5 30.6 23.9 30.7 26.7
多くするよう心がけている 18.0 17.9 19.9 31.1 8.1 21.6 12.9
まあ心がけている 52.3 50.7 59.7 50.0 41.4 51.3 52.1
多くするよう心がけている 22.9 22.9 10.5 8.1 8.1 62.0 26.1
まあ心がけている 40.6 42.1 47.0 42.4 42.2 32.0 46.7
多くするよう心がけている 37.1 47.5 58.0 37.6 36.4 54.9 51.9
まあ心がけている 43.8 41.5 34.4 47.0 47.1 38.3 40.0
多くするよう心がけている 11.2 47.0 61.0 39.9 45.7 46.3 42.5
まあ心がけている 44.4 41.7 32.8 46.6 42.6 44.4 42.1
多くするよう心がけている 29.0 23.2 39.1 3.6 39.6 9.2 20.4






































































































自学ノートの宿題をほぼ毎日出す 49.8 55.0 36.8




宿題を授業のたびに出す 40.7 33.8 28.1
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